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排水工の設計に当たっては，下記によるものとし細部については「道路土工－道路排水工指針」( )「道路土S62.6

工－カルバート指針」( )ならびに「建設省制定土木構造物標準設計第１巻・解説書」により設計するものとすH11.3

る。

なお，道路下に埋設される上・下水道管，共同溝などについては，それらの技術基準によるものとする。

３－１ 種類と名称

１．種類と名称

１）表面排水

降雨または降雪によって生じた路面及び道路敷地外の表面水を排除することをいう。

２）地下排水

地下水位を低下させること，及び道路に隣接する地帯ならびに路面から浸透してくる水や，路床から上昇してきた

水を遮断したり，すみやかに除去することをいう。

３）のり面排水

切土，盛土あるいは自然斜面を流下する水や，のり面から湧水する地下水によるのり面の浸食や安定性の低下を防

止するための排水をいう。

４）構造物の排水

， 。構造物の裏込め部のたん水や構造物内の漏水及び降雨 降雪により生じた橋面の表面水などを除去することをいう

図３－１ 排水の種類

（ 道路土工－排水工指針 ）S.62.6 P.5

３－２ 排水施設の計画

排水施設の排水能力を決定するうえで，最も大きな要因は，一般に降雨による流出量であるから，降雨特性を的確

にとらえることが重要であり，さらに道路の利用程度や立地条件等を考慮する必要がある。

降雨による流出量は，降雨確率年によって変わるものであるが，排水施設の計画基準の目安として，道路区分によ

る選定基準は表３－１を，排水施設別の採用降雨確率年は表３－２を標準とする。

第３章 排水工
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表３－１ 道路区分による選定基準

（ 道路土工－排水工指針 ）S.62.6 P.2

表３－２ 排水施設別採用降雨確率年の標準

（ 道路土工－排水工指針 ）S.62.6 P.3

３－３ 表 面 排 水

１．雨水流出量の算出

１）算出手順

雨水流出量算定の算定手順をフローチャートとして図３－２に示す。雨水以外の水が流出する場合には，その流量

を加えなければならない。

第３章 排水工
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（ 道路土工－排水工指針 ）図３－２ 雨水流出量の算定基準 S.62.6 P.11

２）流出量の算定

合理式（ラショナル式）で求めるものとする。

１Ｑ＝ ・Ｃ・Ｉ・Ａ（３．６×１０ ）６

Ｑ：雨水流出量（ｍ ／ｓｅｃ） Ｉ：降雨強度（ ／ｈ）3 mm

Ｃ：流出係数 Ａ：集水面積（ｍ ）2

① 降雨強度（Ｉ）

）路面排水など流達時間が極めて短い路面排水施設（側溝ます等）の設計する場合の降雨強度は標準降i

雨強度７０ ／ｈｒを用いることを標準とする。なお山地では２割，要注意地域では４割，それぞmm

れ割増するものとする。

）道路を横断するカルバートの通水断面を決定するようなときには，特性係数法（排水工指針Ｐ１５～ii

１７）によって降雨強度を決定するのが望ましい。

② 流出係数（Ｃ）

流出係数は，降雨および流域の特性などに応じて異なるものであり，一義的には決めにくいが路面排水施

設など降雨確率年の低い排水施設に対しては，表３－３・ ａ （ｂ）を，またカルバートのように降雨確率年（ ）

の比較的高い排水施設に対しては，表３－４に示す値をとるものとする。

土地利用が単純でない場合には，その構成面積比率（Ｐｉ）による加重平均値を用いる。

Ｃ＝Σ（Ｐｉ・Ｃｉ）
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表３－３（ａ） 地表面の工種別基礎流出係数

（ 道路土工－排水工指針 ）S.62.6 P.20

表３－３（ｂ） 用途地域別平均流出係数

（ 道路土工－排水工指針 ）S.62.6 P.21
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表３－４ 流出係数

③ 集水面積（ａ）

集水面積は，地表面の種類別に１／５，０００地形図からその面積を求めることを標準とするが，やむを

得ない場合，または面積が広い場合は１／１０，０００～１／５０，０００地形図によって求める。

２．通水能力の算定

通水能力は次の式によって求める。

Ｑ＝Ａ・ｖ Ｑ：排水能力（ｍ ／ｓｅｃ） Ａ：通水面積（ｍ ）3 2

ｖ：平均流速（ｍ／ｓｅｃ）

１）平均速度

１ ２／３ １／２ｖ＝ ・Ｒ ・ｉｎ

ｖ：平均流速（ｍ／ｓｅｃ）

Ｒ＝Ａ／Ｐ：径深（ｍ 〔Ａ：通水断面積，Ｐ：潤辺長〕）

ｉ：水面こう配 ｎ：粗度係数

① 粗度係数（ｎ）

粗度係数は表３－５の値を使用するものとする。

表３－５ マンニングの粗度係数

（ 道路土工－排水工指針 ）S.62.6 P.22
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② 通水断面積及び径深

通水断面積及び径深は表３－６に示す各式にて計算する。

表３－６ 各種断面の通水断面積及び径深

（ 道路土工－排水工指針 ）S.62.6 P.23
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③ 流速の許容範囲

側溝の勾配，断面の決定に際して，表３－７に規定する範囲内が望ましい。

表３－７ 許容される平均流速の範囲

（ 道路土工－排水工指針 ）S.62.6 P.32

３－４ 排水施設の設計

１．排水施設の勾配と断面

１）勾 配

現地の状況その他を考慮して，勾配を定めるものとするが，標準的な範囲は０．３～１０％とし，急勾配の場合は

階段工，落差工などの対策を行うのが望ましい。

２）断 面

排水溝（管）の断面決定は土砂などの堆積による通水断面の縮小を考慮して流出量の２０％増しを設計流量として

計画する。

特に豪雨の際に大量の土砂，流木などが流入するおそれがある場合は，さらに十分な通水断面積を考慮しておくの

がよい。

① 側 溝

断面寸法は，雨量，集水面積，勾配，排水の目的等の要素を考慮して決定するものとする。

ただし，路面の排水に用いる側溝の最小断面は維持管理を考慮のうえ決定するのが望ましい。

② 管 渠

断面寸法は，現地における雨量，集水面積，勾配，排水の目的等の要素を考慮して定めるものとする。

ただし，本線を横断して布設する管渠の最小径は，縦断地下排水管などを除きφ６００ 程度以上を標mm

準とする。取付道路などで延長が短く，維持管理に支障がない場合はφ４５０ 程度以上とする。mm

２．表面排水

１）側 溝

側溝の使用区分及び構造については，特別な設計条件に係るものを除き，建設省制定「土木構造物標準設計」によ

るものとする。

① Ｕ型コンクリート側溝

）使用区分及び使用材料i

Ｕ型コンクリート側溝は，鉄筋コンクリートプレキャスト製品を使用することを原則とする。

なお，これによることが不適当な場合には別途考慮するものとする。
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）Ｕ型側溝の使用区分は，表３－８を標準とする。ii

なお，これによることが不適当な場合は，別途考慮するものとする。

表３－８ Ｕ型側溝の使用区分

（ 土木構造物標準設計第１巻解説書 ）S.61 P.13

）基礎構造iii

基礎構造は土木構造物標準設計によることを標準とする （図３－３）。

なお，これによることが不適当な場合は，別途考慮するものとする。

イ）基 礎 材

基礎材は，クラッシャーラン（０～４０ ）を使用することを標準とする。mm

なお，基礎地盤が岩盤の場合は，基礎を省略してもよい。

ロ）高さ調整のための敷モルタルは空練を標準とし配合比は１：３とする。
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Ｕ型側溝

注）敷きモルタル厚は，３ を標準とするが，設計上では厚さを明示しない。cm

図３－３

② 勾配可変型側溝

Ｕ型側溝（普通型）の使用区分および使用材料については，本章３－４・２・①によるものとするが，現

場条件等により動水勾配を確保する必要がある場合は，次により設計するものとする。

）使用材料i

勾配可変型側溝は，プレキャスト製品の使用を標準とする。

なお，これによることが不適当な場合には，別途考慮するものとする。

）基礎構造等ii

基礎構造等は，次によることを標準とする。

イ）基 礎 材

基礎材は厚さ１００ とし，クラッシャーラン（０～４０ ）を使用する （図３－３参照）mm mm 。

ロ）基礎コンクリート

（ ） ， （ ）， （ ） ，基礎コンクリートの厚さ ｔ は ５０ Ｂ≦４００ １００ Ｂ≧５００ としmm mm mm mm

強度（呼び強度）σ＝１８Ｎ／ とする （図３－４参照）mm2 。

ハ）勾配調整コンクリート

勾配調整コンクリートの厚さは，最少厚として５０ 以上確保するものとし，強度（呼び強度）mm

σ＝１８Ｎ／ とする （図３－４参照）mm2 。

勾配可変側溝

（土木構造物標準設計第１巻解説書 及び東北地方建設局標準設計図集）図３－４ P.11
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③ Ｌ型側溝

Ｌ型側溝の使用区分は，表３－９によることを標準とする。

表３－９ Ｌ型側溝の使用区分

（ 土木構造物標準設計第１巻解説書 ）S.61 P.11

イ）プレキャストＬ型側溝

Ｌ型側溝の標準断面は，土木構造物標準設計によるものとするが，設置位置，基礎構造は図３－４

によることを標準とする。

図３－５
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ロ）組合せＬ型側溝

組合せＬ型側溝の標準断面は土木構造物標準設計によるものとするが，その使用に当っては次の点

を留意のうえ設計すること。

図３－６

( ) 縁石と車道面の高さ（Ｈ）は，ﾏｳﾝﾄｱｯﾌﾟは ｍ，ﾌﾗｯﾄ･ｾﾐﾌﾗｯﾄは ｍを標準とする。1 0.15 0.20

なお，切下げの方法，切下げ部の高さ（Ｈ）のとり方については，第７章歩道及び自転車歩行

車道によることとする。

( ) エプロン厚（Ｔ）は，交通区分によって表３－１０に基づき設計するものとする。2

表３－１０ エプロン厚の使い分け

（ 土木構造物標準設計第１巻解説書 ）S.61 P.11

( ) エプロン幅（Ｂ）は，０．５ｍを標準とするが交通の区分等からＢ＝０．５ｍを必要としない3

場合等においては，図３－７の方法によってエプロン幅を減少させることができる。

（Ｔ”＝Ｔ’＋０．０６（Ｂ－Ｂ ）’

図３－７ エプロン幅を減少させる場合

（ 土木構造物標準設計第１巻解説書 ）S.61 P.12

( ) エプロン部の横断勾配（ｉ）は，６％を標準とするが，自動二輪等の走行安定性等の問題が無4

いと考えられる場合においては，図３－８の方法によって横断勾配を増やすことができる。
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図３－８ 横断勾配を増やす場合

（ 土木構造物標準設計第１巻解説書 ）S.61 P.12

( ) 基礎構造は，図３－６によることを標準とし，基礎地盤が岩盤の場合は，基礎を省略しても5

よい。

２）側 溝 蓋

側溝蓋は，コンクリート製と鋼製の種類とし，路側の側溝にはコンクリート製蓋を，道路を横断する箇所には鋼製

蓋を設置することを原則とし，次により設計するものとする。

① コンクリート製蓋

コンクリート製蓋は，プレキャスト製品を使用することを標準とする。なお，これによることが不適な

場合は，土木構造物標準設計を参照する等，別途考慮するものとする。

② 鋼 製 蓋

）交通量が多い箇所の横断箇所には，極力鋼製蓋を設けないこととする。i

）鋼製蓋を使用する場合には，使用目的（使用箇所）に応じた荷重に耐えるものでなければならない。ii

）現場打コンクリート側溝に鋼製蓋を設置する場合は，土木構造物標準設計解説書により設計するものiii

とする。

③ 側溝蓋設置基準

側溝蓋設置基準は，本章３－４，２，①に基づくものの外，下記によることとする。

）車道に接する側溝の蓋はＴ－２５（２種）とする。i

Ｔ－２５：路肩に接する箇所，車道を横断する箇所

取付道路の交差部で大型車両の通行する箇所

）歩道の側溝は，軽荷重用蓋（１種）を標準とする。ただし，取付道路の交差部等でこれによることがii

不適当な場合は別途考慮するものとする。

３）排水ます

① 区 分

街きょます：蓋に一般車両（Ｔ－２５相当）の影響を考える場合

集水ます：蓋に一般車両の影響を考えない場合

② 構造寸法

）本 体i

ア 街きょます，集水ますに取付く側溝類，またはパイプ類の大きさから決めるものとし，種類を多

くしないで，一工事につき数種類のタイプとすることが望ましい （プレキャスト製品の使用可）な。

お，街きょますの設置間隔は最大３０ｍを標準とする。

イ 底版上面からの流出パイプの高さは現場の状況に合せて決定されるが その高さは１５ 程度 泥， （cm

だめ）以上確保することとする。

ウ 深さ１．０ｍ以上については，昇降設備（足掛金具）を取付けるものとする。
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）蓋ii

蓋については，ますの種類によって，次によることを基準とする。

ア 街きょます

鋼製プレートを用いたコンクリート製蓋，又は，鋼製格子蓋（使用目的に応じた荷重に耐えるも

の）

イ 集水ます

法尻に設ける集水ますの蓋は鋼板（しま鋼板ｔ＝４．５ ）とし，その構造，寸法，および材料mm

は図３－９，表３－１１を標準とする。

ウ 蓋は清掃等を考慮し，５０㎏／枚以下とするのが望ましい。

）昇降金具，手かけの構造は，図３－９を標準とする。iii

図３－９

（東北地方建設局図集Ⅰ－１５・１６）
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表３－１１ 集水ますぶた寸法及び材料表

図３－１０

（東北地方建設局図集Ⅰ－１５・１６）
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３．地下排水溝

地下排水溝は，地下水が路床及び路盤に帯水し支持力低下のおそれがある箇所に設置するものとし，次によること

を標準とする。ただし，これによることが不適当な場合は別途考慮するものとする。

１）設置位置

設置位置は，車道端部のＵ型（Ｌ型）側溝の下部を原則とする。

また，地下排水溝の深さは１．０～２．０ｍ程度が必要な場合が多いが，地形，土質，地下水などの条件によって

決定するものとする。

２）集 水 管

地下排水溝に埋設する集水管は，内径２０ を標準とする。また，その種類には，有孔管が用いられていることcm

が多い （図３－１１参照）。

３）フィルター材

管の周囲は良質なフィルター材（道路土工「排水工指針Ｐ１０３ ）で保護するのが望ましいが，標準としてクラ」

ッシャーラン（０～４０ ）を使用するものとする。mm

図３－１１

（ 元地建設計施工マニュアル 参）H. P.2-74

３－５ 道路横断排水（カルバート）

道路を横断する排水溝の断面寸法は，現地流域面積，降雨量を十分に調査し設計流量を安全に通水させる必要な大

きさでなければならない。

また，近隣の開発により流出係数，集水面積が一時的あるいは恒久的に変わる場合もあるので設計流量決定には十

分に慎重を期さなければならないし，水路管理者，水利権者と協議を行なった上で設計しなければならない。

１．カルバートの種類および一般的な適用範囲

カルバートの種類は，カルバート本体に使用される材料および構造形式，使用目的によって，図３－１２のように

区分される。

また，その一般的な土かぶりおよび断面の適用範囲を表３－１２に示す。
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図３－１２ カルバートの種類

（ 道路土工－カルバート工指針 ）H.11.3 P.4
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表３－１２ カルバートの一般的な適用範囲

（ 道路土工－カルバート工指針 ）H.11.3 P.6
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１）管 渠 工

① コンクリート製パイプカルバート

コンクリート製パイプカルバートの設計は，建設省制定－土木構造物標準設計によることを原則とし，次

によることとする。

）設 計i

イ）コンクリート製パイプカルバートは，図３－１３の設計フローに基づき設計するものとする。

図３－１３

（ 土木構造物標準設計第１巻解説書 ）H12 P.27

また，この場合の基礎形式選定は表３－１３～１８，図３－１３の基礎形式選定図に基づき決定するものとする。



- 95 -

第３章 排水工



- 96 -

第３章 排水工



- 97 -

第３章 排水工

（ 道路土工－カルバート工指針 ～ ）H.11.3 P.224 229
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ロ）埋設形式

前記表３－１３～１８の突出型，溝型は次により区分するものとする。

図３－１５ 突出型

（ 道路土工－カルバート工指針 参）H.11.3 P.92

ハ）３６０°固定基礎の管種は，遠心力鉄筋コンクリート管の一種管を使用する。

ニ）最少土かぶりの厚さは，舗装構造への影響を考慮し剛性カルバートの場合，車道下では舗装厚以

上または５０ 以上とするのが望ましい。cm

ホ）土かぶりが変化する場合（比較的な勾配をもつ場合）は設計上，危険となる土かぶり厚によって

決定される断面を全体に用いてよい。

ヘ）盛土に用いるパイプカルバートの呑口，吐口部の翼壁は現場条件に合せて次により設計するもの

とする。

なお，急こう配の水路では止水壁を設けるものとし，その止水壁の深さは図３－１４に示すｈ以

上を標準とするが施工場所の基礎地盤によって適切に定めるものとする。

（１） Ｄ４５０～Ｄ９００の場合

〔仕 様 ・コンクリートは強度（呼び強度）σ＝１８Ｎ／ とする。 （カルバート工指針 ）〕 mm2 P.36

・基礎材はクラッシャーラン（０～４０ ）とする。 （カルバート工指針 ）mm P.107
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図３－１６

（東北地方建設局図集Ⅱ－５）
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（２） Ｄ１０００～Ｄ２０００の場合

〔仕 様〕 前記Ｄ４５０～Ｄ９００と同様

図３－１８ 止水壁の構造

（ 土木構造物標準設計第１巻解説書 ）S.61 P.20

② 硬質塩化ビニールパイプカルバート

硬質塩化ビニールパイプカルバートは，次により設計するものとする。

）管の許容土かぶり範囲i

硬質塩化ビニール管は，土圧および活荷重を考慮し設計するものとするが，一般的な管の適用土かぶ

り範囲（ＶＵ管）は図３－１９のとおりである。
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図３－１９ 硬質塩化ビニール管（円形管）の適用土かぶり

（ 道路土工－カルバート工指針 ）H.11.3 P.153
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）基礎設計ii

， ， ， ， 「 」（ ．掘削幅 基床厚 基礎材 基礎形式等の基礎設計は 道路土工 カルバート工指針 道路協会Ｈ１１

３）のＰ１５４～を参照のこと。

③強化プラスチック複合管（ＦＲＰ管）

地中に埋設する強化プラスチック複合管の設計は，管に発生する最大曲げ応力度，たわみ率及び活荷重に

よるたわみ量を計算し，許容値を満足する必要がある （カルバート工指針 ～ 参照）。 P.159 163

）管の適用土かぶりi

強化プラスチック複合管は，土圧および活荷重を考慮し設計するものとするが，一般的な管の適用土

かぶり範囲は図３－ のとおりである。

図３－ 強化プラスチック複合管の適用土かぶり

（ 道路土工－カルバート工指針 ）H.11.3 P.164

)基礎の設計ii

， ， ， ， 「 」（ ．掘削幅 基床厚 基礎材 基礎形式等の基礎設計は 道路土工 カルバート工指針 道路協会Ｈ１１

３）のＰ１６３～を参照のこと。
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２．素掘側溝

素掘側溝の断面は，特別な理由がない限り図３－２０を標準とする。

図３－２０

３．函 渠 工

第４章 函渠工を参照のこと。

４．アスカーブ

盛土部の路肩舗装端にアスカーブを設けて導水する場合の断面は，図３－２１を標準とする。

図３－２１


